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バベルの世（創世記11:1-9）
　皆さんが、迷わずに自分もイエス・キリストを告白している、隣の兄弟姉妹も幸いだとお話しできる理由、その根拠はひとつしかありません。皆さんが、イエス・キリストを救い主として信じて受け入れたからです。他には理由がありません。つまり、他の何かで自分は幸いだということを疑ってはいけないということでしょう。聖書には、確かに約束されています。誰でもイエス様を心から信じるようになると、その人はすべての問題を解決され、神様の子どもになれる、これが約束です。それと同時に、その人の意志とは全く関係なく、誰でもイエス・キリストを信じる人は伝道者として新しく作り変えられたと宣言しています。この聖書に祝福の宣言を信じていらっしゃるでしょうか。それは言葉を変えるとこのような話になります。誰でもイエス様を信じる人は、残りの生涯、勝利のためのすべての条件が整えられるようになるということです。もちろん、この世の人生が終わったときには、天国に迎え入れられるように保証されているということは言うまでもありません。しかし、大切なのは生きている間に他の人を助けることができるほど勝利の人生を歩むようになることで、これがイエス様を信じたということです。それを言葉で申し上げると、伝道者というのです。それが可能になるすべての条件がもうすでに与えられているということをぜひ覚えていただきたいと思います。自分がそうなのかどうか、できるかどうかという質問は無用です。そうなっています。皆さんは、必ず勝利します。皆さんには勝利のためのすべての条件が、もうすでにとっくに備えられています。それゆえ、私たちに必要なのは一つしかありません。神様と通じることさえあれば、今まで私たちの中に入っていた様々なものが神様とは相反するものがあまりにも多いので、その部分だけ気づいて、そこをしっかり整理して、心と気持ちが神様と通じ合うようになることさえあれば、どんな人もどんな職業を持っている方であっても障害者であっても構いません。小さな子どもでも年寄りの方でも、また動けない病気を抱えている方でも関係ありません。必ず勝利するようになります。

ですから、他の何かを気にしないで、皆さんの神経を集中して一つだけにこだわっていただきたいと思います。どうすれば神様と通じるのか。神様と通じることさえあればもう終わりです。それがクリスチャンという存在です。それがイエス・キリストを信じて救われたということの大きさです。これがよく分かっていないと、また余計なことで気が捕らわれたり、葛藤を覚えたり、それで足が止められたりというようなもったいないことになってしまいます。そうならないように、皆さんに弱点があっても構いません。何かの問題を抱えていても構いません。皆さんが弱さを抱えて、それが精神的な問題であっても構いません。イエス・キリストを信じたならば、皆さんは全員、勝利者であり、圧倒的な勝利者になれます。そのようなすべての条件が整えられて、そのためにイエス・キリストが十字架で血を流され犠牲になり、3日目に死の力を打ち破られて勝利なさって、天に昇られ全能なる神の右の座に座っていらっしゃるのです。その勝利のイエスが、イエス様を信じるひとりひとりの内側に聖霊を通して入って、今もともにおられるわけです。それがイエス様を信じるということです。だから、すべての条件が整えられているということを疑わずに信じていただいて、他に気になる様々なことは全部カットしてひとつだけ、どうすれば神様と通じるのか、つまり、勝利できないのは他に理由があるからではなく、神様と通じるべきなのにどこか通じないからです。詰まっているからです。コミュニケーションが取れないからです。そこだけです。今日の礼拝を通して、神様とぜひ通じるクリスチャンであってほしいなと思います。
神様と通じる以外に、他に資格や条件などは求められません。ありません。気にしないでください。言い訳にもしないでください。その神様と通じる一番最初のテーマが何かというと、神の目でこの世を見るかどうかです。この世をどのように見ているかによって、その人が神様と通じるかどうかが決定します。皆さんは、今、世の中を生きています。死ぬときまでこの世の中を生きていかなければいけません。その世をどのように理解し見ていらっしゃるのでしょうか。そこが神様と通じているかどうかの判断材料です。神様はこの世をどのように見ていらっしゃるのでしょうか。皆さんの見方がそれと異なっているのであれば、今日のこの礼拝を通してその部分を変えてください。そうすれば、そのときから勝利者としての証拠が現れ、勝利の人生の門が開かれます。なんと素晴らしい祝福であり、簡単なことでしょうか。そのために、今日のこの聖書は、皆さんがよくご存知のバベル塔の事件です。人々が増えて、また技術も発展して、今日の聖書を見ると、彼らは石の代わりにレンガを作るようになり、粘土の代わりに瀝青という接着剤みたいなものを開発して使うようになりました。つまり、発展を遂げるようになったということです。それをバネにして、彼らは「塔を建てるべきではないのか。私たちの技術によってできないことは何もないではないか。だから、この塔の頂きが天に届くまで十分に建てられるものではないか」という意見で一致して、その作業に取り組むようになりました。頂きが天に届くまでというのは、あとで申し上げますが、「神様はもういらないのではないか」という話なのです。そこで神様が人間のことを哀れんで、そのまま放って置いたら、彼らがすばらしい世界を彼らの技術によって作るものではなくて滅びるようになるわけですから、その作業を全部、解体させるために降りて来られ、まず言葉を混乱させることによって、彼らの作業が進行できないようにされました。それで全地に散らされるようになり、バベル塔は崩れるようになりました。そのようなお話です。これを通して、私たちがこの世をどのように見るべきなのかということを考えたいと思います。
まず、この世は止まらずに発展し続けるところです。それがこの世です。すばらしいでしょう。石にとどまらず、レンガの方に移動するようになります。粘土にとどまらずに、瀝青の方に、ボンドの方に移動するようになります。それが一時期だけのことではなく、止まらずにずっと続くのです。つまり、この世は発展が止まらないところです。皆さんの過去を振り返ってみても、特に私たちが生きていない時代、例えば、江戸時代の話とかがテレビによく出るでしょう。そのときの交通、通信の手段などと、今の交通、通信の手段を比べてみると、話にならないほど変わってきているのではないでしょうか。ものすごい発展です。今もその発展は止まらずに、ずっと続いています。どこまで行くのか分かりません。その発展というのが、すべての方面において全部、適用にされます。医学においても発展はずっと続いているし、また科学においてもそうです。社会福祉の面においてもその発展は止まらずにずっと変わりつつ進歩しています。教育もそうでしょう。昔の教育と比べると、今の教育の内容は細分化され、ずっと世の中の言葉で言いますと、進化を遂げているということは間違いありません。
この間、韓国の宣教大会に行ったついでに、歯のインプラントの手術をしました。少し怖かったです。他の人の話を聞くと、ものすごく痛いし腫れるとのことでした。そのような恐怖を持って、治療に臨みましたが、幸いにもちっとも痛くないし、腫れることもなく終わりました。それほど医療も進歩します。この間も申し上げましたように、医療の進歩によって人の寿命も確かに延びているということは間違いありません。それほどあらゆる方面において発展、進歩というものは止まらずにずっと続いています。しかも、最近になってはその進歩にスピードが加わり、ものすごいスピードで進歩して行くので普通の人はついていけません。いまだにスマートフォンに替えずにガラケーを使っている方々は、いろいろな理由があるのでしょうが、それについていけないということでガラケーを頑固に主張する方々もいらっしゃいます。それほど進歩と発展というものに、現代においてはスピードも加わり、ものすごい変化です。そして、それは聖書に預言されているとおりです。終末の時代になりますと、行き来するのがものすごいスピードになっていろいろな変化がめまぐるしく起こります。預言されているとおりです。特にその発展、進歩というものは、後進国よりは先進国の方が輝かしい実績があります。つまり、先進国は発展と進歩を遂げるような、そうならざるをえないスピリットというものを皆持っています。その中で、他の国はよく分からないので、日本の場合はこのような精神、スピリットがあるので、技術の面においていつも発展を遂げているのではないかと思います。
この間、空港に向かうときに、小林長老さんともそのようなお話をしました。日本の場合は、なぜ他の国より技術の面において進歩が速いのか、また他の国がついて来られないような発展があるのか、自分なりに考えた一番の理由、要素は、思いやりの精神ではないかという話をしました。人のことを思いやるので、人がどうすればもう少し便利になるのか、人のことをいつも思いやるから、そこをいつもこだわって考えるので新しいひらめきや新しい技術の発展というものがあるのではないかとお話した覚えがあります。とにかく、そういった様々なことによって、発展と進歩というものは止まらずにずっと続いています。前にもお話したように、飛行機が空を飛ぶということを私たちは普通に見ていますが、良く考えてみると不思議でしょうがないのではないでしょうか。鉄の塊でしょう。しかもそこに何百人という人を乗せて、ひもも何もないのにそれが空を飛ぶということを考えると不思議ではないでしょうか。だから、世の中の発展、進歩などを見ると本当にすばらしいと思わざるをえないし感動します。人々は、それを誇らしげにも思っています。それがものすごく輝いて見えることも否定できません。昔から、ずっと止まらずに進歩を遂げてきたので、これからもずっと発展し続けることに間違いありません。ですから、今も多くの人がこの発展と進歩というものはどこまで続くのだろうかということを想像しながら、それを引っぱって映画などを作り見せたり見たりして、未来を予想しているのではないでしょうか。大体、私の頭の中で一番残っているのは、未来は車が道路を走らないで、飛行機のように空を車が行ったり来たりするというのが、SF映画ではメインではないかと思います。それは何十年か経ちますと、実現可能なものではないでしょうか。そこまで確かに技術やいろいろな面において進歩するということは間違いないと思います。確かにすばらしく感動するしかないものだと思います。

そのように止まらずにずっと変わりつつ進歩しているので、自然にごく当たり前に発展、進歩イコールこの世はよくなるという信仰を持つようになりました。誰も疑わずに進歩することと、発展することは、世の中が暮らしやすくなることであり、世の中がよりよい世界に変わることとイコールで考えるようになり、発展と進歩は希望だと考えます。それで発展のために、進歩するために、その変化のために拍車をかけて研究費を出したり、国ごとに競争しながら頑張るようになります。なぜでしょうか。もちろん、他の国に負けないようにというのもあるでしょうが、進歩と発展イコール世界が変わるし、世界がよくなるのだという自分なりの神話を作り出し、進歩と発展イコール世の希望だという信仰を持つようになったのです。それが天の頂きまで届くようにしようということです。進歩、発展は間違いなくすばらしいことだし、生活の面において便利になるし、生活が変わるということは言うまでもありません。しかし、だからといってそれが、世界がよい方向に変わって、進歩と発展イコール希望なのだと言えるものなのでしょうか。けれども、人々、世の中はそのような図式を作って、進歩と発展のために投資し拍車をかけています。

そこで、神様は今の私たちにおっしゃっています。そのバベル塔は崩れるものだと。確かに必要なものだし、すばらしい感動的なものに間違いありません。私たちが知らない、気づかないところの進歩と発展もなんと多いでしょうか。すべてに拍手を送りたいです。しかし、だからといってその進歩と発展イコール人生の希望、世界の希望になるわけではありません。ですから、もう一つ私たちが発展し続ける世の中を見ながらこの世を正しく見つめなければいけないことは、この世は止まらずに崩れ続けるところです。それが今日のバベル塔の事件を通して、神様が私たちに見て欲しいこの世の話です。この世は止まらずに発展し続けると同時に、この世は止まらずに崩壊し続けるところです。そのような輝かしい発展と進歩の中で、ひとりひとり個人の霊的な虚しさ、心がぽっかり空いているそれは埋められません。まるで聖書に出ているニコデモのようにです。その証拠はいくらでもあるのではないでしょうか。発展イコール心が埋められればよいのですが、ひとりひとり個人は死んでいくようになるし、発展によって埋められない心の穴を埋めるために、様々なドラッグやお酒や趣味、また、カルト宗教などいろいろなものが絶えずずっと一緒に続いています。そこを私たちは見つめていないといけません。ひとりひとり個人の幸せはありません。ひとりひとり個人の心の飢え渇きを満たしてくれるものは存在しません。それで個人が崩れていく人々があって家庭を築きあげていくようになりますので、家庭もどんどん崩壊して行くようになります。なぜこんなにも教育制度、福祉制度、技術や医学の面で発展しているのに、家庭はどんどん崩壊していくのでしょうか。そこをしっかりと見つめないといけません。ただ聖書の知識や学識があるということを神様は望んでいらっしゃるわけではありません。イエス・キリストを信じて神の子どもとなっている、また、この世を助けることができるすべての条件をそろえているクリスチャンの私たちに神様が今おっしゃっています。この世は止まらずに発展しているのですが、同時に止まらずに崩れ崩壊して行くところです。そこを見て欲しいと。本当にそれを見ていらっしゃるのでしょうか。私たちはうっかりするとその輝かしいものに目が奪われて、見るべき本当の世の姿を見逃しているかもしれません。そうすると教会、クリスチャンはその存在の価値をすべて無くしてしまうようになります。家庭の崩壊は細かい内容まで言うまでもないでしょう。そして、そのような人々の心の呻き、心の飢え渇き、そこが結局、社会の様々な病気的な犯罪の増加に繋がることになるということは否定できません。また、世界的なレベルにおいては、戦争や飢饉がずっとと絶えないし、こんなに発展しているのに戦争が止まらないし、また飢饉や様々な伝染病によって死んでいく人々、悲惨な状況は終わらないのでしょうか。しかし、それがこの世というところです。私たちは、スピーディーに発展することに目が奪われて、本当に見るべきものを見ていないかもしれません。しかも、先ほど、今は行き来が速くなるという預言どおりになったと申し上げましたが、グローバル化の時代なので、このような問題が一つの地域にとどまらず、世界的に同じ現象になりつつあります。グローバル化しています。この世は止まらずに崩れ落ちています。そこを見逃してはいけません。そこを見のがしてしまうと、クリスチャンはクリスチャンとしての存在感、生きがいとは遠ざかるようになります。つまり、神様と通じるということとは疎遠になります。そこで成功のために、そこで自分の人生がうまくいくために、汗をかいて一生懸命頑張るということは、クリスチャンとしてはもはや意味のないお話です。神様がこの世の中をどのように見ていらっしゃるのか、神の目でこの世を見ないといけません。
結構、昔の映画になりますが、「タイタニック」という映画をご覧になったでしょうか。この映画は見る人それぞれの評価があるでしょうが、私はこのように見ました。当時、最高の技術、科学がそこに総合的に集結しているもの、それがタイタニック号なのです。だから、発展と進歩の象徴のようなものです。しかし、その中身を見ると、ぐちゃぐちゃだったという話です。それで結局、それは暗礁に乗り上げて崩れ落ちるものなのだ、そのままではいけないという、今の現代社会を風刺して作った映画だと思います。だから、アカデミー賞ももらいました。もちろん、結論は私たちとはまったく違うのですが、それがこの世です。クリスチャンでない人でも、世の中をしっかり見つめると、発展し続けると同時に崩れ落ちるということを見ているのに、答えはもちろんそこには見当たりませんが、私たちは、そのような目で見ないといけません。タイタニック号みたいに、止まらずに発展し続ける、まぶしくて輝かしいこの世の進歩の裏には止まらずにずっと崩れ落ちるこの世が存在します。止められません。そこを冷静に見ないといけません。それがタイタニック号みたいなものではないでしょうか。
ですから、私たちは、この世に対してこのように冷静に分析して結論を出さないといけません。発展と進歩はすばらしいし感動的なものに間違いありませんが、この世の希望にはなれないものです。なれないどころではなく、この世の希望ではありません。はっきりと冷静に結論を出さないといけません。なぜでしょうか。発展は必要なものであり、本当にまぶしいものかもしれません。しかし、発展イコール世の希望、この世界がよくなるというのは幻なのです。人々の間違っている信仰です。進化論も人々の偽りの、間違っている勘違いの信仰にすぎないものであって、同じように発展と進歩イコールこの世界がよくなる、だから、世界の希望、人生の希望なのだということは幻です。発展は世の希望にはなりません。世の希望ではありません。なぜかというと、発展は人の、世界の根本的な、霊的な問題を解決することができません。創造主である神様から離れてしまって、その魂が罪と罪過の中に死んでいる魂の問題には手を触れることができません。その結果、罪に捕らわれて、自分の意志と関係なく、目に見えない悪魔、サタン、悪霊に捕らわれて操られるこの世、文化、ひとりひとりの人生、家系、それを助けることはできません。どんな進歩があっても、どんな発展があってもできません。だから、発展と進歩は別の意味を持つものであり、世の希望になるものではありません。つまり、発展、輝かしい、まぶしい大きな進歩と、人々が知らない創世記3章の霊的な原罪の間には大きな隔たりというものがあります。それで世の中は実はこんがらがっていて、矛盾だらけのように思い、疑問符を持つようになるしかありません。混乱しているのです。だから、その混乱からただ逃げるために、自分なりに信じ込むのです。もう少し発展すれば。もう少し進歩があればよくなるだろう。そのときまで頑張ろうと自分を励ましているのですが、それは自分自身に偽ることです。本当はもう隔たり、ギャップがあって埋められないものがあるのではないでしょうか。発展そのものが人を幸せにするとか、この世界を変えるということはないということが明らかに証明されているにもかかわらず、本当の答えが分かっていないので、その発展に執着してそこに希望をどうにか見出そうとして思い込んでいるだけです。

それだけであればよいのですが、冒頭でも申し上げましたように、発展のまぶしさに人々が混乱していて、「なるほど、人間で十分ではないか。このままずっと発展して行けば、どこまで行くか分からない。神様なんかいらない」というところに、必ず行くようになります。言葉を変えますと、われわれ人間が神だというところに、必ず持っていくのが進歩、発展というものです。だから、穏やかに終わるはずがありません。なぜでしょうか。我々は最高なのだ。我々人間が神の代わりなのだ。もう神様なんかいらないのではないかというのは、悪霊とサタンの声なので、それにもうとっくに捕えられているという証しなので、そのまま穏やかに終わるはずがありません。皆さんは、冷静に明日も明後日も、今年よりは来年は、もっとまぶしい輝かしい発展を私たちは目の当たりにするかもしれません。だからといって、そこに希望があるわけではありません。その裏側に、止まらずにずっと崩れ落ちるこの世を見ないといけません。それで揺れ動かない結論を持っていないといけません。冷静に発展は世の希望ではない、世のまことの希望は根本を解決しないといけないのだ。だから、そのために神様が最初から約束された、神様と出会う道、まことの預言者、悪魔の頭を踏み砕いて勝利されるまことの王様、私たちの罪とのろいと運命をすべて解決するために血を流されるまことの祭司であるキリスト以外には、この世の希望はありません。これが私たちの結論であり、神様の目でこの世を見たときの結論です。つまり、これからは世の中が崩れて落ちることを見て見ないふりをして、それでも発展があればどうにかなるだろうという世の流れに乗らないで、個人的にも社会的にも崩れ落ちる様々なものを見るたびに、サインとして見てください。発展は世の希望ではない。この世の本当の希望はキリストだけだという神様の切ない御声を聞く機会にしてください。そのサインです。家庭内に問題があるでしょうか。個人的に何かあるでしょうか。皆さんの職場で、周りの人々が崩れ落ちる音が聞こえてくるでしょうか。何を見るのでしょう。なるほど、まだまだ医学が発展していないからあの人は苦しんで死ぬしかないのだ。これから100年くらい経って、医学が想像をはるかに超えるほど発展すればあの人は助かるだろうと考える機会ではありません。なるほど、どんなに発展しても希望はないのだな。キリストしか希望がないと、神様がおっしゃっているのです。だから、あなたがたがいるのです。だから、教会があるのです。大切なのです。崩れ落ちる音を聞くたびに、神様からのメッセージを心に刻んでください。キリストしか希望はありません。それが牧師が講壇で語るメッセージのフレーズではなく、本当にそうなのだと皆さんの心にしみじみと刻み込まれるようなメッセージにならないといけません。
結論です。発展とその華やかさ、進歩などに、これからはだまされないように。惑わされないように。その裏側に止まらずに崩れ落ちていく様々な姿を見て神様のメッセージを聞くようにしましょう。もう一度言います。神様のメッセージは難しくありません。世の希望は、この世が叫んでいること、今まで私たちが思っていたことではなくて、世の必要、世の本当の希望はキリストだけだ、キリストが伝えられることしかありません。これが神様のメッセージです。そのために皆さんに、皆さんが事件の現場に行けないので、テレビを作ってマスコミを通して現場の殺人のニュース、保険金のための殺人、小学生が友達をカッターで殺す、戦争のニュースなどを皆さんに知らせ見せるのです。何のためにでしょうか。それは神様がなさることなのです。見なさいよ。発展？止まらずに崩れているでしょう。創世記3章は止められません。キリストが伝えられること以外には希望はないのではないか。毎日、聞いてください。毎日。それで、なるほど、そうですというときに、神様と通じるようになります。そのメッセージを握って、特に学生の皆さんは、皆さんが何を専攻し、どんな専門知識を勉強しているのかわかりませんが、世の発展に貢献するための勉強ではいけません。世の中ではそれに拍手を送りますが、その考え方は全部捨ててください。元々、世の希望ではない世の発展に貢献するために勉強をする。そこを変えないといけません。何のために嫌な勉強を一生懸命、やるのでしょうか。キリスト、唯一の希望、様々に崩れ落ちる方面に入ってキリストが伝えられることのための勉強です。毎日、皆さんが学校に行くたびに、勉強を始めるたびに、勉強をしながらも心からそのための勉強だという祈りができれば、皆さんは必ず成功します。別に成功しなくてもよいのですが、そのようなクリスチャンの学生がいません。みな同じレベルで勉強に励んでいるのです。それで勉強して専門分野においてトップになったとしましょう。その分野の発展に貢献したとしましょう。それで何が変わるのでしょうか。いまだにそれで世の中が変わると思うのでしょうか。建築の発展によって、医学の発展によって、世の中が変わると思いますか。神様の御声が聞こえてきません。それはありません。バベル塔をいつも思い出してください。キリストが伝えられない限りは、希望はありません。どんな進歩があったとしても。だから、キリストが伝えられるために私は美術を、私は建築を、私は工学を、私は○○を勉強する者だ。大人の方々も同じでしょ。主婦をやっていらっしゃるのも、仕事をしていらっしゃるのも、皆さんが健康を守るのも、健康を大事にするのも何のためでしょうか。発展のためではありません。結果として、会社の発展に一番貢献した人になるということはあります。それは神様の祝福でしょうが、でも、それが目的ではありません。キリストが伝えられることのためにこの仕事があり、この仕事場があり、健康があるということです。
つまり、生きる理由を、世の中の人とは違うものに変えないといけません。それが神様と通じるということです。そのときからどのようにそれを実践するのかということは、その後の話です。それをいつも祈りに加えるという表現はおかしいです。いつも祈りにしてください。それが祈りです。何を食べるか飲むかを祈らないで、まず神の国と義を求めなさい。神様と通じる人になりなさい。神様、今日のこの勉強が発展には希望のないこの世にキリストを伝えられるための勉強になるようにと祈りましょう。仕事場に行くときも同じです。それさえ真心から祈ることができれば、何の心配もいりません。歴史はそこを中心にして、今も神様が動かしていらっしゃいます。それが神様の目でこの世を見るという意味です。ぜひ、神様と通じる方になっていただきたいと思います。それで、ぜひ本当に恵みによってみて、皆さんが真心から生きる理由を、今までと違う、世の中の人とは違うものに変える、それが必ず祈りになるようになるまで答えられることを祈りたいと思います。
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。今日のこの礼拝をありがとうございます。ひとりひとりがどんな状況、条件であろうが、一切関係なく、イエス・キリストによって祝福の神の子どもでありますので、また伝道者としてのすべての条件が整えられている方ですから、神様と通じることができますように、神の目でこの世を見て発展と進歩に希望は無く、キリストしか希望がないということをこれからもこの世を見ながら、止まらずに崩れ落ちるこの世を見ながら確認しつつ固まるように導いてください。残りの生涯、神様と通じる勝利者として歩めるようにひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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